
逢
見
会
長
代
行
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

各
地
で
支
え
合
い
・
助
け
合
い

その九

第
18
回
中
央
執
行
委
員
会
開
催
中
に
、
三
陸
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0
の
巨
大
地

震
が
発
生
し
、
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
高
い
津
波

が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。「
東
日
本
大
震
災
」
の
発

災
で
す
。
こ
の
大
震
災
は
死
者
1
万
5
8
9
5
人
、

行
方
不
明
者
2
5
3
9
人
と
い
う
未
曽
有
の
被
害

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
私
た
ち
連
合
の
仲

間
と
そ
の
家
族
も
数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
大

震
災
の
発
生
を
受
け
て
連
合
は
、3
月
14
日
に
「
救

援
本
部
」
を
設
置
、
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
被
災
地
へ
の
物
資
支
援
と
救
援
カ
ン

パ
の
実
施
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
に
つ
い
て
は
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
岩
手
、

宮
城
、
福
島
各
県
に
先
遣
隊
を
派
遣
し
当
該
地
方

連
合
会
と
調
整
を
進
め
ま
し
た
。
私
は
先
遣
隊
と

し
て
福
島
県
に
赴
き
連
合
福
島
と
調
整
し
、
連
合

福
島
の
あ
る
労
金
会
館
の
1
フ
ロ
ア
ー
を
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
（
以
下
、
B
C
）
と
し
て
相
馬
市
、
南

相
馬
市
へ
、も
う
1
カ
所
会
津
B
C
か
ら
会
津
若
松
、

郡
山
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
岩
手
、
宮
城
で
も
派
遣
の
枠
組
み
が
固

ま
り
、
岩
手
で
は
、
宮
古
B
C
（
活
動
場
所
：
宮

厚
真
、
安
平
町
で
計
3
回
の
「
れ
ん
ご
う
寄
席
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

現
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

今
年
10
月
12
日
か
ら
13
日
未
明
に
か
け
て
本
州

に
上
陸
し
た
台
風
19
号
で
は
、
関
東
、
東
北
、
中

部
地
方
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
で
も
連
合
は
、
本
部
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
地
方

連
合
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
が
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
点
は
、

自
己
完
結
型
で
一
定
の
人
数
が
定
常
的
に
派
遣
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

点
に
あ
り
ま
す
。
個
人
ベ
ー
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
休
日
に
集
中
す
る
な
ど
の
波
が
で
き
て
し
ま
い

ま
す
が
、
労
働
組
合
は
平
日
も
含
め
て
派
遣
す
る

の
で
、
受
け
入
れ
る
側
も
作
業
計
画
が
で
き
ま
す
。

連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
3
つ
の
原
則
と
6
つ
の

心
得
が
あ
り
ま
す
。3
つ
の
原
則
と
は
、①
被
災
地・

被
災
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
、
②
現
地
の
指
示
に

従
う
、
③
安
全
確
保
。
6
つ
の
心
得
と
は
、
①
自

己
完
結
す
る
こ
と
、
②
被
災
者
へ
の
気
遣
い
を
忘

れ
な
い
こ
と
、
③
「
思
い
込
み
」
を
捨
て
る
こ
と
、

④
集
団
行
動
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、
⑤
無
理
を

し
な
い
こ
と
、
⑥
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
自
然
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
被
災
し
て
も
励
ま
し
助
け
合
う
こ

と
で
人
は
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
連
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
そ
の
力
の
源
泉
の
一
つ
で
す
。

機
動
力
を
生
か
し
て

1
9
9
5
年
1
月
17
日
午
前
5
時
46
分
、
震
度

7
の
激
震
が
阪
神
淡
路
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。
こ

の
地
震
の
被
害
は
死
者
6
4
3
3
人
、
家
屋
の
全

壊
10
万
4
9
0
6
棟
と
い
う
大
規
模
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
連
合
は
1
月
19
日
の
中
央
執
行
委

員
会
で
「
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
救
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
被
災
地
に
は
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
、
後
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、当
時
、ゼ
ン
セ
ン
同
盟
本
部
に
お
り
ま
し
た
が
、

被
害
状
況
を
見
て
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず

と
現
地
に
赴
き
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
入
る
と
途
中

ま
で
は
普
通
と
変
わ
ら
な
い
町
の
風
景
が
、
西
宮

市
に
入
る
と
一
変
し
ま
し
た
。
家
々
が
軒
並
み
傾

い
て
い
ま
し
た
。
神
戸
で
最
も
に
ぎ
や
か
な
三
宮

駅
前
も
大
き
な
ビ
ル
が
傾
い
て
ま
る
で
映
画
の
シ

ー
ン
を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
連
合
は
救
援
物

資
の
集
約
と
配
布
を
初
期
段
階
か
ら
行
い
、
そ
の

後
救
援
物
資
の
仕
分
け
、
配
布
、
給
水
、
避
難
所

支
援
、
入
浴
支
援
な
ど
広
範
な
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
連
合
の
機
動
力
の
あ
る
対
応
は
行
政
関
係

の
物
資
配
布
の
遅
れ
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
5
月
末
ま
で
に
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

5
万
4
0
0
0
人
を
超
え
、
そ
の
体
験
を
通
じ
て

参
加
し
た
本
人
だ
け
で
な
く
、
組
合
内
部
に
改
め

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
が
進
み
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
10
月
23
日
午
後
5
時
56
分
に
新
潟

県
中
越
地
方
で
発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越
地
震
」

（
震
度
7
）
で
も
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
山
古
志
村
が
全
村
避
難

し
た
長
岡
市
内
8
カ
所
の
避
難
施
設
の
管
理
・
運

営
を
連
合
が
引
き
受
け
、
連
合
本
部
の
支
援
要
請

を
受
け
て
、
11
月
8
日
の
週
か
ら
12
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
か
け
て
、
順
次
仮
設
住
宅
に
移
転
し
て
避

難
所
が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
、
延
べ
1
6
5
4
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
ま
し
た
。
山
古
志
避
難

所
支
援
は
、
長
期
滞
在
型
で
い
っ
た
ん
引
き
受
け

た
ら
穴
を
空
け
ら
れ
な
い
支
援
で
あ
り
、
責
任
の

持
て
る
組
織
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
活
動
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
延
べ
3・5
万
人

2
0
1
1
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
連
合

震
度
7
を
記
録
す
る
地
震
が
発
生
、
さ
ら
に
16
日

午
前
1
時
25
分
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
の
本
震

が
発
生
し
、
熊
本
を
中
心
に
死
者
50
人
と
い
う
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
で
連

合
熊
本
が
入
居
し
て
い
た
建
物
に
も
大
き
な
亀
裂

が
入
り
、
事
務
所
が
使
用
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
、
20
日
に
現
地
入
り
し
、
連
合

熊
本
に
お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
早

速
B
C
の
候
補
地
を
探
し
ま
し
た
。
熊
本
県
北
部

の
山
鹿
市
で
学
生
が
合
宿
な
ど
に
使
っ
て
い
る
施

設
「
恵
の
里
」
を
選
定
し
、
博
多
駅
を
集
合
地
点

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
を
構
成
組
織
、
地
方

連
合
会
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
5
月
4
日
か
ら
第

1
陣
29
人
が
熊
本
入
り
し
、
6
月
30
日
ま
で
、
延

べ
1
6
1
5
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
ま
し

た
。2

0
1
8
年
7
月
に
は
、
西
日
本
を
中
心
と
す

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
、
岡
山
、
広
島
、
愛
媛
各
県
で

河
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
地
元

の
地
方
連
合
会
や
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
参
加
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
9
月
に
は
北
海

道
で
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
、
全
道
が
停
電
と

な
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
起
こ
り
ま
し
た
。
被
災

者
が
避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に
移
り
、
冬
を
迎
え

る
11
月
下
旬
に
、連
合
北
海
道
は「
れ
ん
ご
う
寄
席
」

を
厚
真
、
む
か
わ
町
で
開
催
し
、
お
笑
い
を
届
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
私
も
、
高
座

名
「
壱
我
家
伽
羅
」
で
落
語
を
演
じ
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
元
の
方
に
好
評
で
、
今
年
11
月
24
日
に
も
、

古
周
辺
）、東
和
B
C
（
活
動
場
所
：
釜
石
、大
船
渡
、

陸
前
高
田
周
辺
）、
宮
城
で
は
、
仙
台
B
C
（
活
動

場
所
：
仙
台
、
石
巻
周
辺
）、
一

関
B
C
（
活
動
場
所
：
気
仙
沼
周

辺
）
が
立
ち
上
が
り
、
3
月
31

日
岩
手
、
宮
城
へ
、
4
月
6
日
福

島
へ
第
1
陣
が
出
発
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
4
月
に
は
福
島
県
猪

苗
代
町
、
い
わ
き
市
に
B
C
設
置
、

5
月
に
は
岩
手
県
千
厩
町
、
住

田
町
、
宮
城
県
美
里
町
に
B
C
を

設
置
し
、
9
月
下
旬
ま
で
に
延
べ

3
・
5
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

派
遣
し
ま
し
た
。
活
動
は
多
岐

に
わ
た
り
、
津
波
に
よ
り
被
災
し

た
個
人
宅
で
、屋
内（
床
下
、床
上
）

の
泥
だ
し
、
が
れ
き
撤
去
、
屋
内

か
ら
の
畳
、
家
具
、
家
財
の
運
び

出
し
と
分
別
、
被
災
し
た
事
業
場
、

寺
院
、
病
院
で
の
泥
だ
し
、
が
れ

き
撤
去
、
市
役
所
で
の
公
文
書

の
移
設
作
業
な
ど
で
し
た
。
私
が

担
当
し
た
福
島
で
は
、
津
波
で
被

災
し
た
水
産
加
工
会
社
で
の
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
魚
製
品
の
回
収

が
あ
り
ま
し
た
が
、
腐
敗
が
進
み
、

強
烈
な
臭
い
と
た
た
か
い
な
が
ら

の
作
業
で
し
た
。

2
0
1
6
年
4
月
14
日
午
後

9
時
26
分
、
熊
本
県
益
城
町
で

行不由徑（ゆくにこみちによらず）とは、論語にある言葉で、「裏道や小道などを通ら
ず、常に正道を行く」という意味。本コラムでは、これまでの連合運動を振り返りなが
ら次の時代を考え、連合が歩むべき正道とは何かを逢見会長代行が語ります。

東日本大震災でのボランティア活動 阪神・淡路大震災でのボランティア活動熊本地震で被災した連合熊本の事務所にて
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